
Ⅰ．はじめに

　近年，材価の低迷等に起因して放置林分が増え続ける

一方で，水源涵養機能等の環境保全に対する期待は高

まっており，早急な間伐の必要性が叫ばれている。間伐

推進には，その効果について総合的に評価する必要があ

る。しかしながら，間伐の効果について環境保全まで含

めた研究事例は，まだ少ないのが実情である。この調査

は，スギ林の間伐区と無間伐区を比較することで，間伐

が下層植生および表層土壌の流出に対して与える影響に

ついて検討を加えたものである。

　なお，調査実施にあたって，当場の井上克之，金古美

輝夫両業務技師に多大のご協力を頂き，ここに記して謝

意を表する。

Ⅱ．調査地と方法

　（１）調査地および植生調査

　調査林分は，日田郡中津江村大字合瀬（３３°９′１６″Ｎ，　

１３０°５４′２０″Ｅ）の２０年生スギ無間伐林と，隣接する４０年

生スギ間伐林を対象とした。間伐林の除間伐は，過去３

回行われており，最近では１０年前に立木本数の２０％の間

伐が行われた。調査地の標高は５８０ｍで，方位Ｅ４０°Ｓ，

傾斜は２５±５°である。両林分について，２０００年６月に

２０×２０ｍの調査区を１箇所ずつ設定し，スギの毎木調査

を行った。また，調査区内を高木層，低木層，草本層に

分け，各階層について植生調査を行い，優占度および被

度を調べ，両調査区の植生を比較した。

　次に，両調査区内の低木・草本層と落葉層の地上バイ

オマス量を比較するために，１×１ｍの調査区を各４箇

所ずつ設置した。低木・草本層と落葉層を分けて採取し，

サンプルは８５℃で２日間乾燥させて乾重量を測定し，一

元配置分散分析を用いて調査区間の地上バイオマス量の

違いを比較した。

　（２）土砂流出量

　降雨の影響による表層土壌の流出量の違いを間伐区と

無間伐区で比較するため，上底１７０cm，下底３０cm，高

さ１００cmの台形枠となるように木板を間伐区に５箇所，

無間伐区に１０箇所埋設して土壌表層部を囲い，枠の受け

口に土砂トラップを設置して，枠内の土砂流出量を計測

した。調査は，２０００年６月１９日～６月２６日（１回目），６

月２６日～７月１１日（２回目），および７月１１日～７月２４

日（３回目）に分け，この間に流出した土砂を採取した。

３回目においては，間伐区内に下層植生および落葉層を

除去した処理区を２箇所設定し，同様に土砂の採取を

行った。採取した土砂は，１０５℃で２４時間乾燥させて乾

重量を測定し，一元配置分散分析を用いて調査区間の土

砂流出量の違いを比較した。

Ⅲ．結　果

　（１）林況および植生調査

　毎木調査の結果，間伐区の ha 当たりのスギ本数は

１，３５０本，無間伐区は２，０２５本であった。下層植生は，間

伐区では低木種が２１種，草本種が２８種見られ，低木層で

はアオキ，ヒサカキ等が，草本層にはイノデ，フユイチ

ゴ，ナルコユリ等が優占して見られた。一方，無間伐区

では低木種が１種，草本種が４種しか認められず，下層

植生の種数および被度に大きな違いがみられた（表－

１）。また，１ｍ２当たりのバイオマス量を比較すると，

低木・草本層のバイオマス量は間伐区では平均４７．０±

１５．０３ｇであったのに対し，無間伐区の現存量はなかっ

た。落葉層のバイオマス量は，間伐区では平均８０７．０±

３４３．９７ｇであったのに対し，無間伐区では平均３０１．０±

８９．６０ｇであり，有意に間伐区のバイオマス量が大きい

結果となった。（Ｐ＜０．０１，図－１）。

　（２）土砂流出量

　各期間の土砂流出量は，無間伐区では２５４．４±１３６．１３

ｇ，５４９．８±１６７．５４ｇ，６７０．０±１７８．９５ｇであった。一方
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間伐区では，７．０±３．４２ｇ，４．２±１．０６ｇ，７．１±１．８６ｇ

であり，有意に無間伐区の土砂流出量が多かった（Ｐ＜

０．０１）。間伐区に設けた処理区では，６８３．０±２６２．７０ｇの

土砂が流出しており，無間伐区と同様の値を示した。こ

れは，間伐区の約１００倍の土砂量であった。なお，調査

地に最も近い鯛生の各期間中の総雨量は，１回目９０mm，

２回目１９８mm，３回目１８１mmで，日最大雨量はそれぞ

れ１４mm，２８mm，５０mmであり（1），土砂流出量は日

最大雨量の増加に従って多くなる傾向にあった（図－

２）。

Ⅳ．考　察

　本調査では，３つの期間すべてにおいて無間伐区の土

砂流出量が間伐区を上回ったが，これには大きく２つの

要因が考えられた。１つめの要因として，雨滴の打撃か

ら地表面を保護する林床植生および落葉層のバイオマス

量の差が挙げられる。無間伐区では，斜面を被う下層植

生がほとんどなかったことから，雨滴が直接地表面を直

撃する状態にあった。そのため，雨滴の打撃によって土

壌孔隙が破壊され，孔隙が目詰まりを起して雨水の浸透

が妨げられたために，地表流が発生して表層土壌が流出

したものと思われる（2）。そのため，間伐区において

も下層植生および落葉層を除いた処理区の場合，無間伐

区と同様に多量の土砂が流出したものと思われる。

　２つめの要因として，下層植生の根系による土壌表面

保持機能の差が考えられる。間伐区では，間伐によって

林内により多くの光が入ることで，下層植生が侵入，成

長しており，下層植生の根系が地表近くに多く発達し，

地表流の侵食作用から地表面を保護している。さらに，

土壌はリター等から供給される有機物や土壌微生物の活

動により，多孔質となって浸透性の高い団粒構造を形成

するため，地表流の発生が抑制される（2）。またリ

ター，林床植生等は地表面の粗度を増して，地表流の流

下速度を抑制するために，地表流による表面侵食を防止

している（3）。

　このように今回の調査では，間伐区と無間伐区の間で

土砂流出量に大きな差が見られ，これには下層植生およ

び落葉層の有無が強く関与していると思われた。今後さ

らに調査事例を増やし，地形や植生等の違いを考慮した

総合的な調査を続ける予定である。

引用文献

（1）建設省九州地方建設局筑後川ダム工事事務所，雨

量日報，2000（未定稿）

（2）林業技術ハンドブック，106～ 107，社団法人全国林

業改良普及協会，1998

（3）三浦　覚：森林総合研究所四国支所四国情報，No.　20，

１～２，農林水産省森林総合研究所四国支所，1998

日林九支研論文集　�５４　２００１．３

80

表－１　間伐区と無間伐区の林分概況の比較

林床植生種数－被度（％）胸高断面積合計（m２／ ha）平均胸高直径（cm）平均樹高（m）密度（n／ ha）

４９－７５６５．８２４．６±４．２７１９．０±２．４１１，３５０ 間伐区

５－＜１５８．１１９．０±２．４１１４．１±１．１８２，０２５ 無間伐区

図－１　間伐区と無間伐区の落葉層および
　　　　低木－草本層のバイオマス量の比較

図－２　各処理区における土砂流出量の
比較および期間中の日最大雨量


